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９月定例会

こまんばマルシェこまんばマルシェ
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※（　）は前年比

文章中の★の付いた用語は、１7ページの用語解説「おしえて！セイアくん！（仮）」で解説しています。参考に読んでみてください！
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2億0587万円

8924万円

（96.3％）

（99.5％）

2億0996万円

1億2262万円

（103.5%）

（83.9%）

3億3816万円

1億0152万円

（63.6%）

（231.1%）

3億1705万円

2億1574万円

（89.5%）

（103.9%）

収 入（前年比） 支 出（前年比）

収益的

資本的

収 入（前年比） 支 出（前年比）

収益的

資本的

主要財政指標

経常収支比率

実質公債比率

82.9%

2.2%

81.3%

1.6%

６年度 ５年度 説　　明

税収や普通交付税などの一般財源に対する元利償還金（借金の返済額）の割合。
借金を借りるより返す方が多いとマイナスになる。（18％以上は要注意）

一般財源に対する施設の維持・管理や人件費などの経常的に支出される経費の割合。
少ないほど自由に使えるお金が多くなる。（理想値：70～80％）

【阿智村全村博物館協会】　
　かつて繁華の地であった駒場の街に、再び賑やかさを取り戻そうと、阿
智村全村博物館協会では様々な取り組みを行っています。駒場は交通の
要地として古代から人の行き交う所でした。江戸時代になると中馬街道
の宿場町として商店が多く並び、物資の取扱地として、また消費地として
栄えました。しかし現在は当時の面影は無く、商店・人口の減と高齢化と
大きな課題を抱えています。
　2022年9月より、1930年築の古民家「つぼや」をお借りし拠点施設と
して活用しながら、駒場の街の魅力を活かしたイベントや体験などを実施
しています。
　その一つが「こまんばマルシェ」です。かつて商店街として栄えた町に
商店を増やし賑やかさを再現しようと、令和3年3月に第1回を実施し、こ
れまでに17回行いました。現在は年3回の定期実施を目指しています。手
作りの品を商う方が多く、古民家つぼやと亀屋に加え、空き地にキッチン
カーやテントを張り臨時の店舗を幾つも設置しています。こうして、駒場の
賑わいが一時でも再現したことは良かったと思いました。
　また古民家「つぼや」では今年藍染めにも取り組みました。藍を種から
育て栽培した葉を布に押し付け青の染料を染み付けます。いい青のデザ
インが鮮やかに着きます。残る古民家を保存し活用しながら、再び住んで
良し訪れて良しの駒場を再生していきたいと思います。

★

★

水道事業会計

下水道事業会計

一般会計
歳入　総額67億8106万円 歳出　総額64億1516万円

令和6年度阿智村歳入歳出決算
人件費増加！業務の簡素化や効率性向上の取り組みを！

　代表理事　林   茂 伸

県支出金
3億2445万円
（107.4%）

国庫支出金
4億7815万円
（78.8%）

村債
2億8890万円
（128.5%）

地方交付税
29億1271万円
（100.5%）

その他の
自主財源
3億1725万円
（109.6%）

繰越金
4億1066万円
（114.7%）

使用料及び手数料
1億2423万円
（98.8%）

分担金及び
負担金

1億8128万円
（228.6%）

繰入金
5億6421万円
（91.6%） 

村税
8億3601万円
（105.1%）

その他の依存財源
3億4322万円
（114.1%）

商工費
3億8230万円
（85.5%）

農林水産業費
3億9967万円
（87.1%）

衛生費
3億4589万円
（93.2%）

議会費
6864万円
（102.1%）

民生費
13億8296万円
（110.7%）

総務費
15億768万円
（116.7%）

公債費
4億4774万円
（95.2%）

災害復旧費
7937万円
（83.0%）

教育費
6億4859万円
（112.6%）

土木費
9億3311万円
（100.7%）

消防費
2億1920万円
（96.6%）



あち「議会だより」No.1243

監査委員からの主な意見（要約）

 

一
般
会
計
・
特
別
会
計

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
総
額
を
前
年
度
と
比
較
し
ま
す

と
、歳
入
に
お
い
て
１
億
８
８
６
０
万
７

千
円
増
の
６７
億
８
１
０
６
万
円
、
歳
出
に

お
い
て
は
、
２
億
３
３
３
７
万
円
増
の
６４

億
１
５
１
６
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
に
比
べ
歳
入
で
２
・
９
％
増
、

歳
出
で
は
３
・
８
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
★
主
要
財
政
指
標

は
、
経
常
収
支
比
率
は
８２
・
９
％
と
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。財
政
運
営
の
弾
力
性

確
保
の
た
め
、
財
政
構
造
の
検
討
が
必
要

で
す
。
ま
た
財
政
健
全
化
を
示
す「
実
質

公
債
費
比
率
」
は
２
・
２
％
で
あ
り
、★
実

質
赤
字
比
率
・
★
連
結
実
質
赤
字
比
率
・

★
将
来
負
担
比
率
は
い
ず
れ
も
マ
イ
ナ
ス

で
あ
り
、
良
好
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
て

お
り
今
後
も
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
令
和
６
年
度
の
税
収
及
び
税
外
の
未

収
金
の
回
収
は
、前
年
度
実
績
を
上
回
り
、

収
納
率
が
９８
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
担
当
課
、
係
及
び
関
係
す
る
職
員
の

日
々
の
努
力
が
報
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
税
負
担
公
平
の
観
点
か
ら
も
原
因

を
分
析
し
、
引
き
続
き
早
期
の
回
収
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

 

水
道
事
業
会
計

　
令
和
６
年
度
の
水
道
事
業
の
経
営
成

績
は
、経
営
の
健
全
化
を
示
す「
経
常
収

支
比
率
」に
つ
い
て
、給
水
収
益
減
や
動

力
費
の
高
騰
・
配
水
費
の
工
事
請
負
費
増

に
伴
い
、
前
年
度
比
６
ポ
イ
ン
ト
減
の

９５
・
５
％
と
な
り
、
健
全
経
営
水
準
と
さ

れ
る
１
０
０
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
経
営

の
健
全
化
を
求
め
た
い
。

　
な
お
、給
水
状
況
は
、調
査
に
よ
る
漏

水
の
早
期
発
見
に
よ
る
修
繕
、送
水
系
統
、

配
水
系
統
の
調
整
に
よ
り
漏
水
普
及
工

事
並
び
に
本
管
布
設
工
事
、
災
害
や
漏
水

を
伴
う
断
水
の
他
は
安
定
し
た
給
水
が

で
き
、
利
用
者
に
不
便
を
か
け
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
今
後
も
安
定
し
た
給
水
に
努

め
ら
れ
た
い
。

 

下
水
道
事
業
会
計

　
下
水
道
事
業
会
計
は
、企
業
会
計
に
移

行
し
て
３
年
目
の
決
算
で
あ
り
、
令
和
６

年
度
の
下
水
道
事
業
収
益
は
、
３
億
２
９

０
７
万
３
千
円
で
下
水
道
事
業
費
用
３

億
４
８
９
０
万
円
を
差
し
引
く
と
、
当
年

度
純
利
益
２
４
１
８
万
３
千
円
が
生
じ
、

前
年
度
繰
越
余
剰
金
６
５
４
７
万
６
千

円
を
加
え
た
８
９
６
６
万
円
を
当
年
度

未
処
分
利
益
剰
余
金
と
し
て
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
長
期
的

視
野
に
立
っ
て
計
画
的
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
年
間
を
通
じ
、
安
定
し
た
汚
水
処
理
が

で
き
て
い
る
が
、
降
雨
時
の
不
明
水
流
入

対
策
等
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て
今
後
も

検
討
し
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

国 民 健 康 保 険 事 業

国 民 健 康 保 険 直 診

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

　歳　　入　 　（前年比）会　計　名

5億6936万円

5667万円

9億　927万円

9700万円

（104.6％）

（107.0%）

（104.0%）

（119.5%）

　歳　　出　 　（前年比）

5億5306万円

4696万円

8億9152万円

9630万円

（103.6%）

（99.7%）

（103.6%）

（119.7％）

特別会計
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主
な
質
疑
　 

（
Ａ
は
村
長
の
答
弁
で
す
）

Ｑ　
３
期
目
の
実
績
や
評
価
は
。

Ａ　
地
域
の
方
と
協
議
し
な
が
ら
、

複
式
学
級
の
対
応
や
村
費
に
よ
る
教

員
の
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
園
関
係
で
も
給
食
セ
ン

タ
ー
設
置
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
３
年
間
は
全
国
的
に
も
少

子
化
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
学
校
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

阿
智
村
の
教
育
の
今
後
を
誰
よ
り
も

考
え
て
い
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
長
く
続
け
る
こ
と
は
、
一
貫
し

た
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る

一
方
、
様
々
な
家
庭
か
ら
の
意
見
や

批
判
の
声
が
挙
げ
づ
ら
く
な
る
弊
害

も
あ
る
と
考
え
る
。
学
校
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
も
現
在
参
加
者
が
少
な

い
状
況
。
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
各
地
域
の
子
育
て
世
代
の
意
見

交
換
の
場
を
通
じ
、
そ
の
意
見
を
行

政
側
が
し
っ
か
り
と
す
く
い
上
げ
、

子
ど
も
の
教
育
に
繋
が
っ
て
い
く
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
討
論

反
対
　
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

へ
の
取
り
組
み
や
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
設
置
等
、
実
績
は
評
価
す
る

が
、
保
育
園
や
子
育
て
支
援
に
関
し

て
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

様
々
な
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
話
し
合
い
の
場

を
作
っ
て
い
く
か
、
反
対
す
る
が
任

命
の
同
意
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

賛
成
　
日
本
の
出
生
率
も
毎
年
下
が

っ
て
い
く
中
、
学
校
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
今
後
の
学
校

の
あ
り
方
や
、
地
域
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
、
令
和
８
年
３
月

の
最
終
答
申
に
向
け
地
区
懇
談
会
や

★
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
交
代
と
な

る
と
混
乱
も
起
き
か
ね
な
い
こ
と
か

ら
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。採

決
　

同
意
10
、
不
同
意
1
に
て
同
意

主
な
討
論

賛
成
　
審
査
に
お

い
て
、
各
事
業
が

概
ね
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。
予

算
執
行
の
適
正
性
に
つ
い
て
各
事
業

当
初
予
算
に
基
づ
き
無
駄
な
く
効
率

的
に
執
行
さ
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や

地
域
振
興
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。
歳
入
歳
出
の
管
理
も
適
切

に
行
わ
れ
て
お
り
、
基
金
の
活
用
も

計
画
的
で
財
政
バ
ラ
ン
ス
は
概
ね
良

好
で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
姿
勢
を
継

続
し
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確

実
に
務
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
税
収
の
減
少
や
、

社
会
保
障
費
の
増
大
と
い
っ
た
全
国

共
通
の
課
題
は
今
後
も
村
政
運
営
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え

る
。
こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
安

定
し
た
財
政
運
営
と
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
強
く

期
待
す
る
。

採
決
　
全
員
賛
成
に
て
認
定

主
な
質
疑
　 

Ｑ　
管
路
や
施
設
の
老
朽
化
に
対
す

る
更
新
に
つ
い
て
、★
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
計
画
的
に
進
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
計
画

と
合
う
よ
う
に
更
新
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

Ａ　
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基

づ
き
、
重
要
管
路
を
設
定
し
更
新
し

て
い
ま
す
。
計
画
の
見
直
し
は
５
年

ご
と
に
行
い
、
そ
の
都
度
重
要
管
路

を
決
め
て
更
新
し
て
い
ま
す
。

採
決
　
全
員
賛
成
に
て
認
定

寒
原
橋（
浪
合
）の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

係
る
工
事
で
す
。

主
な
質
疑
　 

Ｑ　
橋
の
奥
側
に
民
家
や
事
業
所
が

あち「議会だより」No.124

pick up

阿
智
村
教
育
長
の
任
命
に

関
す
る
同
意

pick up

令
和
６
年
度
阿
智
村
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定

pick up

令
和
７
年
度
阿
智
村
道
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
橋
梁

補
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結

pick up

令
和
６
年
度
阿
智
村
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
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あ
る
。
工
事
中
の
配
慮
は
。

Ａ　
う
回
路
も
な
い
た
め
、
期
間
中

は
片
側
通
行
で
工
事
を
行
い
、
舗
装

な
ど
全
面
通
行
止
め
に
な
る
際
は
あ

ら
か
じ
め
住
民
や
事
業
者
へ
の
通
知

を
行
い
ま
す
。
舗
装
の
時
期
は
秋
ご

ろ
の
予
定
で
す
。

採
決
　
全
員
賛
成
に
て
認
定

主
な
質
疑
　 

Ｑ　
長
野
市
に
所
在
の
あ
る
業
者
で

あ
る
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
有
事

の
際
問
題
な
い
か
。

Ａ　
昼
神
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
工
事
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
業
者

で
、
実
績
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ　
長
野
市
か
ら
来
る
と
な
る
と
３

時
間
ほ
ど
か
か
る
が
、
緊
急
の
際
な

ど
支
障
は
な
い
か
。

Ａ　
松
本
市
に
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
持
ち
、
昼
神
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
も
実
績
が
あ
り
、
滞
り
な
く
対
応

し
て
い
ま
す
。

上 程 さ れ た 議 案 の 議 決 結 果
人　　事

決　　算

補正予算

条　　例

契　　約

請　　願

損害賠償

損害賠償

意 見 書

阿智村教育長の任命に関する同意について

令和６年度一般会計歳入歳出決算認定について

令和６年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和６年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和６年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和６年度水道事業会計決算認定について

令和６年度下水道事業会計決算認定について

令和７年度一般会計補正予算（第２号）について

令和７年度介護保険特別会計補正予算（第１号）について

阿智村個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

阿智村ジビエ加工施設設置条例の一部を改正する条例の制定について

令和７年度清内路定住促進住宅建設工事請負契約の締結について

令和７年度道路メンテナンス事業橋梁補修工事請負契約の締結について

令和７年度会地浄化センター更新工事（機械）請負契約の締結について

令和７年度会地浄化センター更新工事（電気）請負契約の締結について

二元代表制の尊重と協働の村づくりを支える議会を目指す請願について

損害賠償の額を定めることについて（専決）

損害賠償の額を定めることについて（専決）

「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保」・
「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める請願について

「★カリキュラム・オーバーロードの改善」を求める請願について

議 員 発 議 案 件 の 議 決 結 果

可　決

可　決

同　意

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

不採択

承　認

承　認

pick up

令
和
７
年
度
会
地
浄
化
セ
ン

タ
ー
更
新
工
事（
電
気
）

請
負
契
約
の
締
結

★



6あち「議会だより」No.124

う
で
す
。
ま
だ
手
書
き
で
管
理
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
健
康
づ
く
り
補
助
金
、
プ
ー
ル

運
営
補
助
金
成
果
に
つ
い
て
報
告
を
、

利
用
者
の
評
判
は
。

Ａ
　
利
用
人
数

子
ど
も
１
０
０
〜

１
２
０
名
、
大
人
１
５
０
名
、
男
性

利
用
者
も
増
え
、
１
レ
ッ
ス
ン
で
２

〜
３
名
い
ま
す
。
体
力
測
定
の
結
果

良
好
の
方
が
多
く
、
筋
肉
の
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
、
姿
勢
も
保
た
れ
て
い
ま

す
。
無
料
体
験
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
産
業
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
グ

ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
事
業
の
実
績
と

今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ
　
支
障
木
伐
採
と
そ
の
循
環
シ
ス

テ
ム
を
構
築
で
き
ま
し
た
。
ト
マ
ト

栽
培
を
行
っ
て
き
て
養
液
栽
培
を
学

ん
だ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
が
一

人
独
立
し
て
い
ま
す
。
継
続
し
な
が

ら
今
後
の
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
補
助
金
地
元
施
行
防
災
対
策
立

木
伐
採
等
補
助
金
の
利
用
状
況
は
。

Ａ
　
春
日
地
区
３
カ
所
、
智
里
東
地

区
３
カ
所
、
伍
和
地
区
４
カ
所
、
駒

場
地
区
５
カ
所
、
浪
合
地
区
２
カ
所
、

清
内
路
地
区
２
カ
所
の
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
申
請
は
地
元
施
行
し
た
も

の
に
２
分
の
１
、
最
大
で
２０
万
円
の

　
令
和
７
年
度
９
月
定
例
議
会
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
特

別
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
会

計
審
査
に
お
け
る
特
徴
的
な
審
査
の

を
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
審
議

歳
入
の
部

Ｑ
　
税
の
収
納
率
に
つ
い
て
妥
当
な

線
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
示
し
て
ほ

し
い
。

Ａ
　
こ
こ
３
年
間
収
納
率
が
上
が
っ

て
き
て
い
る
、
今
後
も
維
持
向
上
に

努
力
を
し
ま
す
。

Ｑ
　
地
方
交
付
税
が
増
額
に
な
っ
て

い
る
状
況
の
説
明
は
。

Ａ
　
普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税
２

種
類
あ
り
ま
す
。
普
通
交
付
税
は
人

口
減
少
な
ど
に
関
係
し
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
別
交
付
税
が

増
え
て
き
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集
落
支
援
員

決
算
特
別
委
員
会
　

に
係
る
経
費
の
算
定
が
入
っ
て
き
て

い
る
こ
と
と
、
地
域
材
料
利
活
用
の

促
進
（
住
宅
建
設
）
の
部
分
で
少
し

増
え
て
き
て
い
る
た
め
で
す
。

歳
出
の
部

Ｑ
　
委
託
料
顧
問
税
理
士
委
託
に
つ

い
て
、
実
績
は
。
利
用
状
況
に
応
じ

て
委
託
料
は
変
わ
る
も
の
か
。

Ａ
　
毎
月
１
件
か
ら
２
件
の
相
談
で

相
続
関
係
の
相
談
が
多
い
、
委
託
料

は
年
間
通
し
て
の
固
定
料
金
で
す
。

Ｑ
　
委
託
料
顧
問
弁
護
士
委
託
料
に

つ
い
て
、
弁
護
士
は
１
名
な
の
か
、

案
件
に
よ
っ
て
相
談
先
を
変
え
て
い

る
の
か
。

Ａ
　
予
算
上
で
は
２
名
分
組
ん
で
い

る
。
顧
問
弁
護
士
は
１
人
決
ま
っ
て

い
る
が
、
状
況
・
案
件
に
よ
っ
て
別

の
弁
護
士
に
相
談
に
行
く
こ
と
も
あ

り
、
二
人
の
方
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
　
文
書
広
報
費
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
協
働
活
動
推
進
課
の
担
当
、
公
式

ラ
イ
ン
は
総
務
課
が

管
理
、
今
後
の
連
携

や
組
織
の
精
査
が
必

要
で
は
無
い
か
。

Ａ
　
当
面
は
今
の
状
況
で
い
き
た
い
。

組
織
の
大
幅
な
変
更
が
あ
れ
ば
全
体

の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

意
見 

議
会
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
て
い
く
。
あ
り
方
は
大
分
変
わ
っ

て
く
る
事
を
念
頭
に
置
い
て
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
紙
媒
体
か
ら
デ

ジ
タ
ル
媒
体
に
居
場
所
も
変
わ
っ
て

く
る
、
大
き
な
波
を
乗
り
切
る
た
め

に
も
組
織
の
再
編
も
含
め
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
無
い
か
。

意
見 

配
布
物
が
多
い
と
感
じ
て
い

る
、
一
元
的
に
管
理
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

Ｑ
　
負
担
金
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
負
担
金
に
つ
い
て
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
利
用
状
況
は
。

Ａ
　
令
和
３
年
３
９
３
件
、
令
和
４

年
６
３
０
件
、
令
和
５
年
１
，
０
２

７
件
、
令
和
６
年
１
，
１
２
０
件
、

役
場
へ
交
付
機
を
設
置
し
て
利
用
が

増
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
定
住
促
進
費
、
決
算
年
度
に
お

け
る
社
会
増
の
自
治
会
別
の
数
字
を

聞
き
た
い
。
今
後
の
取
り
組
み
で
自

治
会
毎
の
転
出
入
数
も
把
握
し
て
業

務
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
令
和
４
年
転
入
１
６
３
転
出
１

９
０
、
２７
減
・
令
和
５
年
転
入
２
０

４
転
出
１
８
５
、
１９
増
・
令
和
６
年

転
入
２
３
１
転
出
１
９
５
、
３６
増

（
自
治
会
毎
の
人
数
は
後
ほ
ど
説
明

を
受
け
ま
し
た
）。

Ｑ
　
民
生
費
扶
助
費
福
祉
医
療
費
、

昨
年
よ
り
減
額
だ
が
、
子
ど
も
の
数

が
減
っ
た
こ
と
が
原
因
か
。
特
徴
的

な
こ
と
が
あ
る
か
。
今
後
の
見
通
し

は
。

Ａ
　
子
ど
も
と
障
害
者
の
医
療
費
で

す
。
今
後
に
つ
い
て
は
人
数
が
減
れ

ば
当
然
減
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

医
療
の
内
容
に
よ
る
た
め
見
通
し
は

難
し
い
で
す
。

Ｑ
　
保
育
園
シ
ス
テ
ム
使
用
料
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
本
格
的
に

運
用
さ
れ
て
い
る
が
、
業
務
の
負
担

軽
減
に
な
っ
た
か
。
ど
の
様
な
状
況

か
。
勤
怠
管
理
に
つ
い
て
パ
ソ
コ
ン

入
力
と
手
書
き
管
理
で
余
計
な
手
間

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
無
い
か
現
場

の
声
を
聞
い
て
進
め
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
保
育
園
シ
ス
テ
ム
と
保
護
者
連

絡
用
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
利
用
料
で

す
。
一
覧
で
入
力
で
き
、
省
力
化
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
つ

い
て
は
連
絡
帳
記
入
を
ス
タ
ー
ト
し
、

現
状
で
は
保
育
士
だ
け
で
な
く
保
護

者
も
利
用
し
て
い
て
評
判
が
良
い
よ

令
和
６
年
度
決
算
特
別
委
員
会
報
告
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う
で
す
。
ま
だ
手
書
き
で
管
理
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
健
康
づ
く
り
補
助
金
、
プ
ー
ル

運
営
補
助
金
成
果
に
つ
い
て
報
告
を
、

利
用
者
の
評
判
は
。

Ａ
　
利
用
人
数

子
ど
も
１
０
０
〜

１
２
０
名
、
大
人
１
５
０
名
、
男
性

利
用
者
も
増
え
、
１
レ
ッ
ス
ン
で
２

〜
３
名
い
ま
す
。
体
力
測
定
の
結
果

良
好
の
方
が
多
く
、
筋
肉
の
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
、
姿
勢
も
保
た
れ
て
い
ま

す
。
無
料
体
験
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
産
業
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
グ

ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
事
業
の
実
績
と

今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ
　
支
障
木
伐
採
と
そ
の
循
環
シ
ス

テ
ム
を
構
築
で
き
ま
し
た
。
ト
マ
ト

栽
培
を
行
っ
て
き
て
養
液
栽
培
を
学

ん
だ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
が
一

人
独
立
し
て
い
ま
す
。
継
続
し
な
が

ら
今
後
の
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
補
助
金
地
元
施
行
防
災
対
策
立

木
伐
採
等
補
助
金
の
利
用
状
況
は
。

Ａ
　
春
日
地
区
３
カ
所
、
智
里
東
地

区
３
カ
所
、
伍
和
地
区
４
カ
所
、
駒

場
地
区
５
カ
所
、
浪
合
地
区
２
カ
所
、

清
内
路
地
区
２
カ
所
の
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
申
請
は
地
元
施
行
し
た
も

の
に
２
分
の
１
、
最
大
で
２０
万
円
の

　
令
和
７
年
度
９
月
定
例
議
会
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
特

別
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
会

計
審
査
に
お
け
る
特
徴
的
な
審
査
の

を
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
審
議

歳
入
の
部

Ｑ
　
税
の
収
納
率
に
つ
い
て
妥
当
な

線
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
示
し
て
ほ

し
い
。

Ａ
　
こ
こ
３
年
間
収
納
率
が
上
が
っ

て
き
て
い
る
、
今
後
も
維
持
向
上
に

努
力
を
し
ま
す
。

Ｑ
　
地
方
交
付
税
が
増
額
に
な
っ
て

い
る
状
況
の
説
明
は
。

Ａ
　
普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税
２

種
類
あ
り
ま
す
。
普
通
交
付
税
は
人

口
減
少
な
ど
に
関
係
し
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
別
交
付
税
が

増
え
て
き
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集
落
支
援
員

決算特別委員会

補
助
で
す
。

Ｑ
　
鳥
獣
対
策
費
、
鹿
肉
は
売
り
に

な
る
と
思
う
が
、
ジ
ビ
エ
加
工
施
設

で
の
今
後
の
販
売
展
開
は
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
は
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
用

が
７
、
８
割
で
し
た
が
、
先
進
地
視

察
を
し
て
食
用
精
肉
販
売
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
住
宅
管
理
費
使
用
料
及
び
賃
借

料
を
お
支
払
い
し
て
い
る
地
主
さ
ん

は
何
名
か
、
ち
な
み
に
経
過
年
数
は

何
年
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

Ａ
　
中
関
団
地
１
名
４５
年
目
、
清
内

路
大
平
住
宅
４
名
３５
年
目
に
な
り
ま

す
。

Ｑ
　
災
害
対
策
費
に
関
連
し
て
、
地

域
防
災
力
を
あ
げ
て
い
く
た
め
に
、

高
森
町
の
よ
う
に
防
災
士
資
格
取
得

補
助
金
に
つ
い
て
検
討
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
当
村
で
は
防
災
士
の
数
は
多
く

な
い
、
資
格
取
得
後
の
活
用
に
つ
い

て
も
計
画
で
き
て
い
な
い
た
め
、
当

面
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
学
校
管
理
費
医
師
報
酬
に
違
い

が
あ
る
が
、
合
併
以
前
か
ら
の
こ
と

か
。
ま
た
学
校
薬
剤
師
に
つ
い
て
は

一
律
な
の
か
。

Ａ
　
医
師
報
酬
に
つ

い
て
は
合
併
前
か
ら

の
継
続
の
金
額
で
す
。
学
校
薬
剤
師

に
つ
い
て
は
薬
剤
師
会
か
ら
の
要
望

で
金
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

Ｑ
　
国
民
健
康
保
険
事
業
納
付
金
に

つ
い
て
算
出
基
準
は
。
ま
た
、
努
力

に
よ
り
安
く
な
る
方
法
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
県
へ
納
め
る
納
付
金
で
、
人
数

等
で
金
額
が
決
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

実
績
に
よ
っ
て
増
減
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
６
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
書

Ｑ
　
介
護
保
険
が

大
変
高
い
、
保
険

者
自
体
広
域
で
で

き
な
い
か
、
法
の

整
備
も
必
要
だ
が
、

国
の
審
議
会
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る

と
拝
察
す
る
。
県
内
で
も
事
例
が
あ

る
の
で
阿
智
村
か
ら
広
域
連
合
へ
提

案
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
天
龍
村
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
が

保
険
料
の
低
い
自
治
体
か
ら
賛
同
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
広
域
で
は
研
究

段
階
、
今
後
に
向
け
て
大
事
な
こ
と

だ
と
考
え
る
。

令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

Ｑ
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
つ

い
て
ど
の
位
増
え
て
い
る
の
か
分
か

る
範
囲
で
、
去
年
と
今
年
の
比
較
も

踏
ま
え
た
説
明
を
。

Ａ
　
令
和
４
年
度
、
令
和
５
年
度
と

比
較
し
て
も
徐
々
に
増
え
て
き
て
い

る
状
況
で
す
。

令
和
６
年
度
阿
智
村
水
道
会
計
決
算

書Ｑ
　
未
払
い
金
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

Ａ
　
水
道
会
計
の
締
め
の
期
日
に
よ

り
支
払
日
が
翌
月
に
な
る
契
約
な
ど

が
あ
り
そ
の
金
額
が
未
払
い
と
し
て

記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
阿
智
村
下
水
道
会
計
決

算
書

Ｑ
　
未
払
い
金
に
つ
い
て
水
道
会
計

と
同
じ
考
え
で
良
い
の
か
。

Ａ
　
大
き
な
も
の
は
電
算
の
料
金
シ

ス
テ
ム
、
電
気
代
や
薬
品
代
な
ど
３

月
末
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
４
月
に

払
う
の
で
未
払
い
金
と
い
う
形
で
決

算
書
に
載
り
ま
す
。

　
各
会
計
全
て
質
疑
を
経
て
、
決
算

委
員
会
と
し
て
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。
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阿
智
村
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

Ｑ
　
な
ぜ
今
こ
の
条
例
を
改
正
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

Ａ
　
１１
月
１７
日
か
ら
の
★
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
伴
っ

た
改
正
で
す
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
本
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工

事
、
一
時
借
入
金
限
度
額
の
増
額
、

各
種
備
品
や
設
備
の
補
修
・
購
入
な

ど
、
幅
広
い
事
業
に
対
す
る
補
正
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
改
修
工
事
に
よ
る
使
用
停
止
期
間

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

Ａ
　
期
間
は
約
２
週
間
で
、
会
議
な

ど
に
影
響
が
な
い
時
期
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。

Ｑ
　
一
時
借
入
金
限
度
額
増
額
の
現

状
は
。

Ａ
　
過
去
３
年
間
は
限
度
額
８
億
円

で
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
リ
ニ
ア

関
連
事
業
の
資
金
需
要
を
ふ
ま
え
、

今
回
は
１０
億
円
に
設
定
し
ま
す
。

　
請
願
第
２
号　

「
二
元
代
表
制
の
尊
重
と
協
働
の
村

づ
く
り
を
支
え
る
議
会
を
目
指
す
請

願
」

〈
委
員
長
報
告
〉

　
審
査
の
中
で
は
、
「
請
願
書
に
は

誤
認
が
あ
り
、
一
方
的
な
議
員
非
難

と
も
受
け
取
れ
る
た
め
、
請
願
と
し

て
の
内
容
の
妥
当
性
が
損
な
わ
れ
て

い
る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
方
で
、
確
認
を
深
め
る
意

味
か
ら
継
続
審
査
を
提
案
す
る
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

　
総
務
常
任
委
員
会
で
審
査
の
結
果
、

不
採
択
を
支
持
す
る
意
見
が
多
数
を

占
め
、
本
請
願
は
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
３
号

「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教

員
増
の
た
め
の
教
育
予
算
確
保
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・

拡
充
を
求
め
る
請
願
」

〈
委
員
長
報
告
〉

　
審
査
の
結
果
、
総

務
常
任
委
員
会
、
全
会
一
致
で
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
４
号

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー

ド
改
善
を
求
め
る
請
願
」

〈
委
員
長
報
告
〉

　
審
査
の
結
果
、
総
務
常
任
委
員
会
、

全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

各
種
要
綱
の
制
定

阿
智
村
個
人
情
報
、
個
人
番
号
及
び

特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
要
綱
の
制
定

〈
担
当
課
の
説
明
〉

　
個
人
情
報
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、

地
方
自
治
体
に
直
接
適
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
★
保
有
個
人
情
報
に
お

い
て
も
安
全
管
理
措
置
を
講
ず
る
義

総
務
常
任
委
員
会

務
が
課
せ
ら
れ
た
た
め
制
定
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

阿
智
村
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
助
成
事
業
要
綱
の
一
部
改
正

〈
担
当
課
の
説
明
〉

　
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
感
染
症
と

な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
が
定
期
接
種
（
Ｂ
類
）
に
位
置

付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
接
種
期
間

の
変
更
と
、
国
か
ら
の
助
成
金
が
令

和
６
年
度
で
終
了
に
な
っ
た
た
め
、

自
己
負
担
額
を
改
正
す
る
た
め
の
一

部
改
正
で
す
。

阿
智
村
軽
度
・
中
等
度
難
視
聴
児
補

聴
器
購
入
助
成
事
業
要
綱
の
一
部
改

正〈
担
当
課
の
説
明
〉

　
こ
の
事
業
は
県
の
地
域
福
祉
総
合

助
成
交
付
事
業
に
準
じ
て
実
施
し
て

い
る
事
業
で
す
。
助
成
対
象
品
目
は

基
準
額
及
び
対
象
要
件
は
、
３
年
に

１
回
見
直
し
を
行
っ
て
い
て
、
今
回

は
、
補
装
具
の
所
得
要
件
が
撤
廃
さ

れ
た
た
め
等
に
よ
る
一
部
改
正
で
す
。

　
※
以
上
の
要
綱
は
、
総
務
常
任
委

員
会
に
お
い
て
認
め
ま
し
た
。

記
憶
遺
産
に
向
け
て
熊
谷
元
一
写
真
デ
ー
タ
整
理
　
7
0
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
　
　
　
2
1
0
0
万
円

え
ん
ば
な
厨
房
エ
ア
コ
ン
更
新
　
　
　
　
　
　
1
2
7
0
万
円

第
二
幸
寿
苑
玄
関
自
動
ド
ア
改
修
　
　
　
　
　
4
7
万
3
千
円

★
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阿
智
村
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
今
ま
で
清
内
路
地
区
に
あ
っ
た
阿

智
村
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
が
、
リ
ニ
ア

関
連
に
お
け
る
村
道
改
良
工
事
に
よ

り
、
智
里
東
地
区
へ
と
移
転
し
た
こ

と
に
伴
い
、
施
設
の
地
番
変
更
及
び
、

施
設
の
管
理
委
託
の
状
況
を
現
状
に

合
わ
せ
る
た
め
の
条
例
の
制
定
と
な

り
ま
す
。

令
和
７
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

■
ま
ち
づ
く
り
整
備
費

　
委
託
料
及
び
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
　
　
６
４
８
８
万
円

　
七
久
里
地
区
開
発
に
お
け
る
詳
細

設
計
の
委
託
業
務
や
、
希
少
植
物
等

の
移
植
工
事
の
た
め
の
準
備
費
用
と

な
り
ま
す
。

Ｑ
　
委
託
先
の
業
者
は
ど
の
よ
う
な

業
者
か
。

Ａ
　
環
境
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
者
に
お
願
い
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
業
者
は
、
造

園
業
に
専
門
的
な
会
社
を
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
鳥
獣
対
策
費　
報
償
費　
　
　
　

１
２
５
３
万
円

　
サ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ

等
を
捕
獲
し
た
場
合
に
、
報
償
費
と

し
て
お
支
払
す
る
費
用
で
す
。

Ｑ
　
現
在
ま
で
の
捕
獲
頭
数
は
当
初

予
算
で
見
込
ん
で
い
た
頭
数
か
。

Ａ
　
７
月
ま
で
の
捕
獲
頭
数
が
令
和

６
年
度
と
同
じ
よ
う
な
状
況
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
補
正
に
あ
た

り
ま
し
て
、
１
２
５
３
万
円
増
額
す

る
こ
と
で
、
当
初
予
算
と
合
わ
せ
て

今
年
度
予
定
す
る
額
と
な
る
の
で
補

正
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
　
毎
年
７
月
末
ま
で
の
実
績
で
そ

の
後
の
補
正
を
組
む
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
　
は
い
。
担
当
と
し
て
は
こ
の
よ

う
な
形
で
当
初
予
算
を
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

■
土
木
費　
　
道
路
維
持
費

２
９
０
０
万
円

　
村
道
を
維
持
・
補
修
す
る
た
め
の

工
事
や
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
交
換
な

ど
道
路
交
通
安
全
施
設
を
維
持
す
る

た
め
の
費
用
で
す
。

Ｑ
　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
交
換
す
る
場

所
は
ど
こ
か
。

Ａ
　
昼
神
温
泉
郷
内
と
、
園
原
、
浪

合
の
３
か
所
に
な
り
ま
す
。
木
製
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
老
朽
化
し
て
い
ま

す
の
で
そ
れ
を
交
換
す
る
も
の
で
す
。

令
和
７
年
度
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
橋
梁
補
修
工
事
（
寒
原
橋
）
請
負

契
約
の
締
結
（
即
決
）

Ｑ
　
事
業
費
が
７
０
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
が
、
補
修
し
た
場
合
の
耐

用
年
数
は
。
費
用
対
効
果
を
考
え
た

場
合
、
架
け
替
え
る
と
ど
の
く
ら
い

か
か
る
の
か
。

Ａ
　
架
け
替
え
る
と
な
る
と
３
億
か

ら
４
億
円
は
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

耐
用
年
数
は
５０
年
と
い
う
こ
と
で
、

す
で
に
建
設
し
て
５８
年
を
経
過
し
て

い
ま
す
が
、
長
寿
命
化
計
画
の
中
で

耐
用
年
数
が
経
過
し
た
橋
梁
は
、
５

年
ご
と
に
調
査
を
し
て
、
修
繕
に
す

る
か
架
け
替
え
を
行
う
か
を
総
合
的

に
判
断
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
会
地
浄
化
セ
ン
タ
ー
更

新
工
事（
機
械
）及
び（
電
気
）請
負

契
約
の
締
結
（
即
決
）

Ｑ
　
機
械
と
電
気
、
そ
れ
ぞ
れ
入
札

業
者
は
何
社
か
。

Ａ
　
ど
ち
ら
も
７
社
で
同
じ
業
者
と

な
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
清
内
路
定
住
促
進
住
宅

建
設
工
事
（
世
帯
用
）
請
負
契
約
の

締
結
（
即
決
）

Ｑ
　
工
事
予
定
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
か
。

Ａ
　
来
年
の
３
月

を
予
定
し
て
い
ま

す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会新ジビエ加工施設

★

新
し
く
な
っ
た
村
の
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
の

運
営
始
ま
る
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■
議
事
事
項

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
内
容
は
、
発
生
土
置
き
場
な
ら
び

に
村
道
改
良
の
設
計
監
理
委
託
料
等

と
、
工
事
請
負
費
あ
わ
せ
て
６
億
５

４
０
０
万
円
余
と
大
き
な
金
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
全
額
負

担
金
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
入
り
ま

す
。

　
工
事
は
村
が
主
体
で
行
う
発
生
土

置
き
場
造
成
工
事
が
主
で
、
清
内
路

市
場
お
よ
び
赤
子
で
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
０
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
額
が
９
月
補
正
予
算
で
盛

ら
れ
た
事
情
は
、
市
場
な
ら
び
に
赤

子
の
発
生
土
置
き
場
造
成
工
事
が
行

わ
れ
る
中
で
、
必
要
に
な
っ
て
き
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
以
上
の
説
明
を
受
け
、
委
員
会
で

は
異
議
な
く
、
可
決
す
べ
き
も
の
と

認
め
ま
し
た
。

■
リ
ニ
ア
対
策
委
員
会
報
告

　
９
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
リ
ニ
ア

対
策
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　
地
元
自
治
会
や
住
民
か
ら
、
村
道

改
良
工
事
完
了
区
間
で
工
事
前
よ
り

狭
隘
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
が
あ
っ

た
問
題
や
、
村
道
改
良
工
事
に
つ
い

て
区
間
ご
と
に
着
手
す
る
と
い
う
事

前
説
明
と
は
違
う
形
で
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
い
か
が
か
と
い
う
指

摘
が
あ
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
狭
隘
に
な
っ
た
と
指
摘
が
あ
っ
た

箇
所
は
、
村
が
現
地
確
認
を
す
る
中

で
関
係
機
関
と
調
整
し
て
対
応
す
る

こ
と
、
工
事
の
順
番
や
あ
わ
せ
て
日

ご
と
の
進
捗
の
状
況
に
よ
る
工
事
時

間
の
延
長
に
つ
い
て
、
清
内
路
自
治

会
と
工
事
現
場
や
工
事
主
体
の
協
議

や
連
絡
の
在
り
方
を
明
確
に
す
る
よ

う
求
め
る
と
い
う
村
の
方
向
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
議
会
は
、
住
民
自
治
の
基
盤
で
あ

り
、
合
議
制
の
住
民
代
表
機
関
と
し

て
、
地
域
・
住
民
の
多
様
な
意
見
を

反
映
し
な
が
ら
合
意
形
成
を
進
め
、

団
体
意
思
を
決
定
す
る
と
い
う
重
要

な
役
割
を
有
し
て
お
り
、
独
任
制
の

長
に
は
な
い
存
在
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
に
と
っ
て
身
近
で
あ
る
べ
き

議
会
に
お
い
て
、
住
民
の
理
解
と
関

心
が
得
ら
れ
ず
、
議
員
の
な
り
手
不

足
が
生
じ
て
い
る
状
況
は
、
住
民
自

治
の
根
幹
に
関
わ
る
深
刻
な
問
題
で

す
。

　
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
資
源

制
約
に
伴
っ
て
合
意
形
成
が
困
難
な

課
題
が
増
大
し
、
地
域
に
お
け
る
課

題
が
一
層
複
雑
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、

議
会
が
そ
の
重
要
な
役
割
を
十
分
に

果
た
す
た
め
に
は
、
議
会
が
多
様
な

層
の
住
民
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
で

構
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
住

民
に
と
っ
て
納
得
感
の
あ
る
合
意
形

成
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
議
会

の
意
思
決
定
に
住
民
の
多
様
な
意
見

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　
議
員
は
地
域
の
代
表
、
住
民
の
代

表
と
し
て
正
統
性
を
有
す
る
も
の
で

す
が
、
首
長
が
自
ら
住
民
と
直
接
つ

な
が
っ
て
住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
る

よ
う
に
な
っ
た
最
近
で
は
、
議
会
は

何
を
目
指
す
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
議
会
に
は
、
多
様
な
意
見
の
反
映

と
い
う
、
首
長
と
は
異
な
る
正
統
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
様
々
な

人
が
参
画
し
て
い
な
い
と
議
会
が
多

様
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
多
様
な
人

材
を
確
保
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
若
者
対
高
齢
者
の
よ
う
な
社
会
の

分
断
を
回
避
す
る
仕
組
み
と
し
て
も

議
会
は
重
要
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
ま

す
。

　
住
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
が
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
住

民
の
多
様
な
意
見
を
反
映
し
な
が
ら

合
意
形
成
を
行
う
場
で
あ
る
議
会
。

「
本
来
、
議
会
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ

き
か
」
学
習
し
て
参
り

ま
す
。

リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
　

議
会
の
あ
り
方
研
究
委
員
会
　

議
会
の
存
在
意
義
と
住
民
が
参
画
す
る
意
義

市
場
、赤
子
の
発
生
土
置
き
場
造
成
工
事
の

補
正
予
算
を
認
め
る
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リ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
　
大
嶋
正
男

　
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
　
　
櫻
井
芳
一

　
委
員
　
　
吉
田
哲
也
　
田
中
真
美

　
　
　
　
　
小
林
義
勝

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況

　
人
口
問
題
研
究
所
の
統
計
で
は
、

阿
智
村
の
人
口
は
２
０
４
５
年
に
約

３
，８
０
２
人
と
な
り
、
２
０
１
５

年
比
で
５８
％
に
縮
小
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
人
口
減
少
は
行
政
・
財
政

規
模
の
縮
小
、
社
会
保
障
費
の
増
大
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
維
持
困
難
な
ど
の
弊

害
を
も
た
ら
す
た
め
、
根
本
的
な
対

策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
課
題
に
対
し
、
８
月
３０
日
に
子
育

て
世
代
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
村

の
人
口
デ
ー
タ
を
も

と
に
現
状
を
説
明
し
、

様
々
な
意
見
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

主
な
意
見
と
し
て
は
、

①
転
出
抑
制
よ
り
も
転
入
者
増
加
が

　
現
実
的

②
教
育
環
境
が
移
住
動
機
に
直
結
す

　
る

③
中
高
生
通
学
や
部
活
動
送
迎
で
親

　
の
負
担
が
大
き
い

④
住
民
意
見
を
政
策
に
反
映
し
見
え

　
る
化
を
進
め
て
欲
し
い

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
促
進
の
面
で

は
、
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
力

政
策
検
討
委
員
会

が
弱
く
、
阿
智
村
の
環
境
や
暮
ら
し

の
様
子
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
予
定

　
次
世
代
を
担
う
年
齢
層
と
の
住
民

懇
談
会
を
開
催
し
、
こ
う
い
っ
た
懇

談
を
継
続
し
て
、
住
民
と
の
協
働
で

政
策
を
つ
く
り
あ
げ
る
方
向
性
を
見

出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
　
　
熊
谷
智
德

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
遠
山
広
志

委
員
　
　
　
熊
谷
恒
雄
　
井
原
敏
喜

吉
村
金
利
　
唐
澤
浩
平
　
實
原
恒
禎

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況

　
分
科
会
で
は
、
Ａ
班
・
Ｂ
班
合
同

で
阿
智
村
産
業
振
興
公
社
と
懇
談
し

ま
し
た
。
公
社
は
名
古
屋
圏
で
の
直

売
を
拡
大
し
、
「
阿
智
ブ
ラ
ン
ド
」

野
菜
・
果
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を

進
め
て
い
ま
す
。
昼
神
温
泉
関
連
で

は
お
米
を
中
心
に
地
元
食
材
の
利
用

が
前
年
比
１
４
０
％
引
き
続
き
積
極

的
な
販
売
を
進
め
て
い
ま
す
。
就
農

者
育
成
研
修
も
１２
年
で
８
名
を
輩
出

す
る
な
ど
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

今
後
は
米
の
安
定
供
給
、
農
産
物
の

６
次
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、

実
践
が
課
題
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
Ａ
班
は
８
月
２９
日
に
稲
作
農

業
者
と
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

７
年
度
産
米
の
価
格
な
ら
、
大
き
な

利
益
確
保
に
は
な
ら
な
い
が
、
機
械

の
更
新
や
修
繕
を
し
つ
つ
、
経
営
の

持
続
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
２
〜
３

年
後
の
価
格
を
見
て
い
く
必
要
が
あ

る
そ
う
で
す
。
借
地
料
・
草
刈
り
・

水
管
理
・
機
械
修
繕
費
・
水
利
組
合

と
の
調
整
な
ど
課
題
が
あ
り
、
今
後

に
向
け
、
国
・
県
・
村
に
対
し
て
は
、

所
得
補
償
や
低
コ
ス
ト
で
の
ス
マ
ー

ト
農
業
支
援
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
後
５
年
１０
年
後
に
大
規
模
農

家
や
法
人
組
織
が
水
田
・
農
地
管
理

を
担
う
時
代
が
必
ず
や
っ
て
来
ま
す
。

そ
の
準
備
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　
今
後
の
予
定

　
Ａ
班
Ｂ
班
と
も
に
、

引
き
続
き
懇
談
、
意

見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
村
の
農
業
振

興
に
必
要
な
、
政
策
を
見
い
出
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ａ
班
は
こ

れ
ま
で
の
中
間
ま
と
め
も
し
な
が
ら
、

可
能
な
政
策
の
提
言
も
考
え
て
い
き

ま
す
。

「
農
業
及
び
産
業
振
興
」
分
科
会

人
口
問
題「
選
ば
れ
る
阿
智
村
」分
科
会

子育て世代との懇談会の様子

住
民
と
の
懇
談
を
重
ね
、政
策
提
言
に
繋
げ
る
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問
　
農
作
物
被
害
状
況
は
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
農
業
委

員
会
に
よ
る
と
、
令
和
４
年
度

７３
万
３
千
円
、

令
和
５
年
度

５８
万
６
千
円
、

令
和
６
年
度

７７
万
３
千
円
で
す
。

問
　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
状
況
。

建
設
農
林
課
長
　
イ
ノ
シ
シ
は

１３０
〜
１５０
頭
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
は

６０
〜
９０
頭
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
は

４６０
〜
４７０
頭
で
横
ば
い
で
す
。

問
　
本
年
度
の
対
策
や
工
夫
。

建
設
農
林
課
長
　
昨
年
度
は
園

原
・
下
清
内
路
に
大
型
サ
ル
捕

獲
檻
を
配
置
。
今
年
度
は
ク
マ

捕
獲
専
用
檻
３
基
を
発
注
し
、

９
月
納
入
予
定
で
す
。

問
　
サ
ル
へ
の
有
効
対
策
は
。

建
設
農
林
課
長
　
電
気
柵
、
大

型
捕
獲
檻
、
追
い
払
い
な
ど
が

有
効
で
す
。

問
　
ク
マ
の
出
没
状
況
と
人
的

被
害
防
止
策
は
。

建
設
農
林
課
長
　
昨
年
１
〜
８

月
の
目
撃
１２
頭
、
本
年
同
期
間

は
７
頭
。
防
止
策
と
し
て
、
注

意
喚
起
看
板
、
広
報
誌
や
回
覧
、

９
月
か
ら
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

特
番
で
周
知
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
子
ど
も
向
け
教
育
も
必

要
と
考
え
ま
す
。

問
　
ク
マ
の
頭
数
管
理
な
ど
具

体
的
対
策
は
。

建
設
農
林
課
長
　
ク
マ
は
、
県

計
画
に
よ
り
捕
獲
上
限
が
あ
り
、

そ
れ
以
外
は
緊
急
捕
獲
の
み
可

能
で
す
。
本
年
度
は
ゾ
ー
ニ
ン

グ
計
画
を
策
定
し
、
総
合
的
対

策
で
被
害
発
生
を
防
ぎ
ま
す
。

問
　
狩
猟
免
許
保
持
者
「
特
に

猟
銃
」
の
減
少
へ
の
対
応
は
。

建
設
農
林
課
長
　
村
の
補
助
制

度
の
活
用
、
普
及
啓
発
活
動
に

よ
り
、
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

問
　
９
月
に
施
行
さ
れ
る
★
改

正
鳥
獣
保
護
管
理
法
へ
の
対
応
。

建
設
農
林
課
長
　
県
で
現
在
作

成
中
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
完
成
後
、

村
の
対
応
を
整
備
し
ま
す
。

問
　
緩
衝
帯
整
備
の
考
え
は
。

建
設
農
林
課
長
　
人
家
・
農
地

と
山
林
と
の
間
に
緩
衝
帯
を
設

け
る
こ
と
は
有
効
で
す
。
補
助

金
や
協
議
会
を
活
用
し
た
整
備

を
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
村
長
の
獣
害
対
策
方
針
は
。

村
長
　
緩
衝
帯
整
備
や
住
民
協

力
な
ど
、
継
続
的
・
総
合
的
に

対
応
し
、
ク
マ
対
策
は
県
・
国

へ
の
要
望
を
継
続
し
ま
す
。

問
　
来
年
度
阿
智
村
村
制
７０
周

年
で
す
が
実
施
の
考
え
は
。

村
長
　
現
在
、
各
課
か
ら
若
手

を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
６
月
に
発
足
し
て
、
た
た

き
台
の
原
案
を
作
っ
て
い
ま
す
。

正
式
な
内
容
に
つ
い
て
は
決
め

て
い
ま
せ
ん
が
、
令
和
８
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
３１

日
を
事
業
期
間
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
７０
周
年
記
念
事
業
の
規
模

は
、
予
算
も
含
め
ど
の
位
を
考

え
て
い
る
か
。

村
長
　
６０
周
年
の
時
と
同
じ
く

ら
い
の
規
模
を
考
え
て
い
ま
す
。

予
算
も
１０
年
前
と
は
違
い
ま
す

の
で
、
手
作
り
で
身
の
丈
に
合

っ
た
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

問
　
７０
周
年
記
念
事
業
で
の
村

民
へ
の
協
力
募
集
は
。

村
長
　
案
の
段
階
で
す
が
、
役

場
職
員
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

特
に
若
い
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
作
る
記
念
事
業
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
公
募
は
イ

ベ
ン
ト
ご
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ご
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
「
健

康
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
７０
周
年
記
念
事
業
の
ロ
ゴ

製
作
の
考
え
は
。

村
長
　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
あ
る
と

盛
り
上
が
り
ま
す
の
で
、
令
和

８
年
１
月
に
は
デ
ザ
イ
ン
発
表

で
き
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
い
ま

す
。

問
　
記
念
事
業
に
向
け
、
例
え

ば
阿
智
村
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
、

８
自
治
体
合
同
の
「
あ
ち
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

★
ね
る
と
ん
な
ど
の
取
り
組
み

の
考
え
は
。

村
長
　
阿
智
村
マ
イ
ス
タ
ー
制

度
は
検
討
委
員
会
で
練
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
老
人
ク
ラ
ブ
発
行
の
「
古

老
は
語
る
」
の
本
が
５０
年
く
ら

い
に
な
り
ま
す
の
で
、
記
念
事

業
と
し
て
、
今
の
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
方
々
か
ら
寄
稿
し
て
い
た

だ
き
記
念
誌
を
発
行
し
て
み
た

ら
ど
う
か
。

村
長
　
形
と
し
て
残
る
の
は
い

い
と
思
い
ま
す
。
過
去
に
ど
う
い

う
も
の
が
出
さ
れ
た
か
、
地
区

単
位
で
も
出
さ
れ
た
も
の
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
研
究

し
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

70周年記念事業の実施の考えは
記念事業に向けプロジェクトチームを発足しています

獣害への対策強化
継続的かつ総合的に対策を実施する

櫻
井
芳
一

唐
澤
浩
平
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問
　
村
政
運
営
を
し
て
き
た
中

で
の
問
題
、
課
題
、
次
期
ま
で

に
解
決
し
て
次
期
に
引
き
ず
ら

な
い
た
め
に
は
っ
き
り
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長
　
一
番
は
、
満
足
度
が
低

く
て
、
そ
の
時
の
住
民
の
皆
さ

ん
の
満
足
度
が
低
い
ん
だ
け
ど

も
、
重
要
度
が
高
い
項
目
、
そ

れ
が
い
く
つ
か
出
さ
れ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
課
題
も
あ
っ
た
り
、

１０
年
前
に
こ
う
い
う
結
果
が
出

た
の
で
、
そ
こ
に
は
ち
ょ
っ
と

注
力
を
し
て
や
っ
て
き
た
か
な

っ
て
い
う
こ
と
を
自
分
の
中
で

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
人
口
問
題
の
関
係
と
、
若

い
人
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ

う
な
、
目
指
す
に
関
係
す
る
働

く
場
所
っ
て
い
う
と
こ
ろ
も
お

話
が
あ
っ
た
。

　
現
在
の
阿
智
村
の
働
き
場
所

が
１０
年
前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
、

ほ
ぼ
同
じ
っ
て
い
う
と
こ
ろ
が

や
っ
ぱ
り
一
つ
大
き
な
と
こ
ろ
。

若
い
人
が
夢
と
希
望
を
持
て
る

村
づ
く
り
の
仕
事
に
つ
い
て
、

村
長
も
う
一
度
答
弁
を
。

村
長
　
仕
事
の
こ
と
も
も
ち
ろ

ん
大
事
で
す
。
や
は
り
生
活
ス

タ
イ
ル
や
、
生
活
面
で
、
満
足

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

問
　
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
な

っ
て
の
村
づ
く
り
、
私
た
ち
の

基
本
に
な
っ
て
大
事
な
こ
と
だ

と
思
う
が
、
こ
の
「
共
創
」
の

精
神
と
い
う
の
は
、
住
民
主
体

の
協
働
の
村
づ
く
り
と
の
違
い

が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
聞
い
て

お
き
た
い
と
思
う
。

村
長
　
冒
頭
挨
拶
で
、
こ
の

「
共
創
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
共

に
創
り
出
す
と
い
う
こ
と
で
、

協
働
の
村
づ
く
り
と
ほ
ぼ
同
じ

意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
男
女
共
同
参
画
事
業
「
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
見
直
し
」
方
針
の
理

由
は
。
だ
れ
が
決
定
し
た
の
か
。

菱
田
協
働
活
動
推
進
課
長
　
７

月
の
担
当
者
交
代
を
契
機
に
、

新
し
い
情
報
や
要
望
を
踏
ま
え

て
担
当
課
で
判
断
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
啓
発
中
心
か
ら
課

題
解
決
型
事
業
へ
シ
フ
ト
し
、

体
制
を
柔
軟
に
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
担
当
者
の
交
代
や
職
員
体

制
が
整
わ
な
い
こ
と
は
事
業
縮

小
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
見

直
し
」
に
つ
い
て
推
進
本
部
長

と
し
て
の
考
え
は
。

村
長
　
ゼ
ロ
に
戻
す
の
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
・
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
、
過
去
の
積

み
重
ね
を
否
定
せ
ず
、
良
い
も

の
は
続
け
、
必
要
な
部
分
は
改

善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
」
で
は

な
く
、「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
推
進
本
部
が
事
業
の
決
定

機
関
で
は
な
い
か
。

村
長
　
最
終
決
定
機
関
は
私
が

本
部
長
を
務
め
る
推
進
本
部
で

あ
り
、
本
部
長
と
し
て
し
っ
か

り
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
事
業
の
推
進
に
は
住
民
と

の
連
携
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

こ
れ
も
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
見
直

し
」
と
の
方
針
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
限
ら
れ

た
人
員
・
予
算
を
考
慮
し
、
住

民
有
志
の
実
行
委
員
会
と
の
連

携
は
縮
小
・
見
直
す
方
針
で
、

新
た
に
学
童
保
護
者
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
自
治
会
、
消
防
団
な
ど
の

住
民
団
体
と
連
携
し
て
い
き
ま

す
。

村
長
　
村
が
音
頭
を
取
っ
て
、

地
域
の
方
や
様
々
な
組
織
、
ま

た
企
業
の
皆
さ
ん
と
も
一
緒
に

考
え
て
い
く
こ
と
は
大
事
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
女
性
や
若
者
に
も
選
ば
れ

る
地
域
に
な
る
た
め
に
、
男
女

共
同
参
画
事
業
の
推
進
が
必
要

で
は
な
い
か
。

村
長
　
若
い
女
性
が
残
り
た
い

と
思
え
る
地
域
づ
く
り
が
必
要

で
、
理
念
を
持
っ
て
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
村
づ
く
り
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

男女共同参画事業「ゼロベース見直し」方針は
「ゼロベース見直し」ではなく「アップデート」していきます

阿智家族について
若い人が夢と希望を持てる村づくり

大
嶋
正
男

田
中
真
美
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問
　
浪
合
保
育
園
で
少
子
化
の

急
速
な
深
刻
化
に
よ
り
来
年
度

の
見
込
み
園
児
数
が
２
名
と
わ

か
っ
て
い
た
の
に
、
休
園
の
可

能
性
の
説
明
会
が
今
年
６
月
末

と
遅
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

黒
柳
教
育
長
　
村
長
部
局
と
教

育
委
員
等
関
係
機
関
と
調
整
を

行
い
、
一
定
の
方
向
が
固
ま
っ

た
段
階
が
６
月
で
し
た
。
早
期

に
お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

不
安
な
気
持
ち
を
抱
か
せ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
誠
に
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

問
　
地
域
に
保
育
園
が
あ
る
安

心
感
が
な
く
な
る
不
安
は
も
ち

ろ
ん
、
ど
こ
の
保
育
園
に
行
く

の
か
、
送
迎
は
ど
う
す
る
か
、

折
角
で
き
た
友
達
と
小
学
校
進

学
で
お
別
れ
し
な
い
と
い
け
な

い
の
か
、
ま
た
浪
合
保
育
園
の

休
園
が
な
く
な
れ
ば
そ
の
段
階

で
戻
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
、

慣
ら
し
保
育
は
ど
う
す
る
の
か
、

見
え
な
い
未
来
が
多
く
、
わ
が

子
を
思
う
保
護
者
の
不
安
は
大

き
い
。
地
域
に
も
色
々
な
意
見

が
あ
り
合
意
形
成
は
非
常
に
大

変
で
住
民
感
情
も
苦
し
い
。
こ

れ
が
原
因
で
、
住
民
の
流
出
が

始
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の

問
題
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

教
育
長
　
休
園
し
た
場
合
、
村

内
ど
の
園
へ
の
通
園
も
可
能
と

し
、
保
護
者
送
迎
や
そ
の
後
の

こ
と
も
含
め
柔
軟
に
検
討
、
対

応
し
ま
す
。
進
学
先
は
、
原
則

住
所
が
あ
る
地
区
の
学
校
で
す
。

慣
ら
し
保
育
は
新
し
い
環
境
に

慣
れ
る
よ
う
園
児
の
様
子
に
合

わ
せ
て
様
々
な
方
法
で
行
い
ま

す
。
不
明
な
点
や
ご
不
安
は
引

き
続
き
の
懇
談
の
中
で
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
、
保
護
者
の
皆

様
に
寄
り
添
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
学
校
の
在
り
方
と
同
様
、

全
村
課
題
と
す
べ
き
だ
っ
た
の

で
は
。

教
育
長
　
今
後
学
校
の
在
り
方

の
方
向
性
を
詰
め
る
段
階
で
、

住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
浪
合
の
よ
う
に
遠
隔
地
の

中
学
生
が
★
若
駒
ア
カ
デ
ミ
ー

に
十
分
参
加
で
き
る
よ
う
、
公

共
の
足
を
整
備
し
て
は
。
ま
た

高
校
生
の
巡
回
バ
ス
料
金
を
無

料
に
す
る
考
え
は
。

熊
谷
総
務
課
長
　
現
段
階
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金

額
の
実
績
推
移
は
。

熊
谷
総
務
課
長
　
令
和
２
年
度

寄
付
金
額
３
０
９
１
万
５
千
円
。

令
和
６
年
度
、
１
億
７
５
２
万

６
千
円
で
す
。

問
　
大
き
く
伸
び
た
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
付
金
の
使
い
道
は
。

総
務
課
長
　
寄
付
金
は
、
一
度

基
金
に
積
み
立
て
、
令
和
４
年

か
ら
６
年
ま
で
累
計
で
１
６
２

７
万
５
千
円
を
施
設
等
の
改
修

工
事
、
倉
庫
建
設
、
巡
回
バ
ス

の
購
入
、
図
書
購
入
等
に
充
て

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
づ
く
り

基
金
残
高
は
６
年
度
末
２
億
３

８
１
９
万
７
千
円
で
す
。

問
　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
仕

組
み
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

村
長
　
税
収
入
と
プ
ラ
ス
し
て
、

阿
智
を
離
れ
た
皆
さ
ん
が
故
郷

を
思
う
気
持
ち
が
大
事
と
思
い

ま
す
。
一
方
、
商
品
を
作
る

方
々
の
励
み
に
も
な
る
の
で
良

い
こ
と
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問
　
今
後
ど
う
考
え
る
か
。

村
長
　
豊
丘
村
の
よ
う
に
特
産
、

名
産
が
あ
る
の
は
強
い
で
す
が

阿
智
も
観
光
局
と
自
治
会
等
関

係
者
で
連
携
し
、
商
品
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
を
上
手
く
利
用
し
、

故
郷
を
広
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
米
の
今
年
の
Ｊ
Ａ
概
算
価

格
が
３０
㎏
１
３
，９
７
０
円
と

公
表
。
産
業
振
興
公
社
の
受
入

れ
価
格
と
品
種
は
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
コ
シ
ヒ

カ
リ
３０
㎏
１
万
５
千
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
風
さ
や
か
も
扱

い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
価
格

等
は
未
定
で
す
。

問
　
農
家
へ
の
迅
速
な
支
払
い

は
可
能
か
。

建
設
農
林
課
長
　
公
社
は
米
を

３０
ｔ
確
保
し
た
い
で
す
。
資
金

は
２
倍
近
く
必
要
と
な
り
、
か

つ
支
払
い
の
迅
速
化
は
、
村
と

し
て
も
必
要
な
支
援
を
検
討
し

た
い
で
す
。

問
　
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
す
る

と
報
道
が
あ
っ
た
が
、
阿
智
村

農
業
の
姿
は
。

村
長
　
現
在
の
「
有
機
活
用
」
農

業
を
農
業
振
興
の
基
本
方
針
と

し
て
完
熟
堆
肥
を
使
用
し
た
作

物
の
取
り
組
み
、
認
証
農
産
物

に
よ
る
有
利
販
売
等
、
今
ま
で
以

上
に
重
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
米

は
そ
の
中
心
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふるさと納税を利用し、積極的に故郷を広めたいと考えています

産業振興公社では、コシヒカリ30㎏１万５千円で買取。総量30トンを確保の計画

・ふるさと納税の取り組み強化と、その使途について

・阿智村産新米価格の状況について

浪合保育園休園の問題をどうするか
保護者、自治会のみなさまと　　　　　　　　　　

引き続き懇談の場を設けて丁寧に進めます

吉
田
哲
也

吉
村
金
利
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他

　
令
和
７
年
９
月
議
会
定
例
会

に
於
い
て
、「
令
和
８
年
２
月
任

期
満
了
に
伴
う
」
次
期
村
長
選

に
４
期
目
を
め
ざ
す
予
定
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

問
　
挨
拶
か
ら
は
、
行
政
の
執

行
責
任
者
と
し
て
、
期
の
節
目

毎
で
の
総
括
が
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
３
期
目
に
取
り
組
ん
だ

重
点
事
業
の
総
括
は
。（
結
果
・

効
果
、
残
る
課
題
等
）

村
長
　
２
期
目
終
盤
か
ら
３
期

半
ば
ま
で
コ
ロ
ナ
対
応
、
物
価

高
対
応
に
追
わ
れ
公
約
に
掲
げ

た
事
業
が
中
途
半
端
で
あ
っ
た

の
で
、
４
期
目
も
挑
戦
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
リ
ニ
ア
新
幹

線
、
わ
い
わ
い
公
園
、
企
業
か

ら
の
要
望
が
多
い
人
手
不
足
対

応
と
し
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
立
上
げ
等
動
き
出
し
て
い
ま

す
。

問
　
各
事
業
に
対
し
、
最
終
目

的
達
成
可
否
の
総
括
が
首
長
の

仕
事
で
は
。

村
長
　
コ
ロ
ナ
か
ら
の
脱
却
、

特
に
若
者
の
希
望
が
持
て
な
い

昨
今
、
閉
塞
感
を
打
破
す
る
こ

と
が
首
長
の
仕
事
と
考
え
て
い

ま
す
。
各
事
業
を
通
し
て
高
揚

感
、
わ
く
わ
く
感
を
与
え
る
こ

と
が
少
子
化
対
策
と
な
り
ま
す
。

問
　
私
な
り
に
３
期
を
振
り
返

り
、
長
期
的
な
人
口
減
少
ト
レ

ン
ド
の
解
決
、
持
続
可
能
な
財

政
の
健
全
化
策
、
行
政
不
祥
事

に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
は
。

村
長
　
人
口
減
少
に
つ
い
て
は

成
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
が
社

会
動
態
で
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

村
独
自
の
特
徴
あ
る
策
を
講
じ

ま
す
。
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
持
っ

て
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
取
り
組

み
ま
す
。
行
政
不
祥
事
に
つ
い

て
は
、
反
省
、
対
策
を
行
い
、

定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問
　
「
阿
智
家
族
」
の
よ
う
な

村
づ
く
り
を
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
３
期
目
の
根
本
的
な
課
題

を
解
決
し
４
期
目
の
戦
略
に
反

映
す
べ
き
で
は
。

村
長
　
３
期
の
課
題
改
善
を
念

頭
に
、
人
材
育
成
を
中
心
に
若

者
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ
う

な
温
か
い
村
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　
令
和
７
年
度
長
野
県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の
町
村
議
員
研
修
会
が
７

月
１４
日
松
本
市
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
方
創
生
の
カ
ギ
は
議
会
に
あ

る
」
と
題
さ
れ
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
の
必
要
性‥

地
方
創
生

の
一
環
と
し
て
、
議
会
に
よ
る
改
革

と
そ
の
調
査
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
。

　
政
策
へ
の
興
味
と
関
心
の
重
要
性‥

若
い
世
代
に
響
く
魅
力
的
な
政
策
作

り
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
議
会
で
の
多
様
な
意
見
の
反
映‥

様
々
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
、
多
様

な
意
見
を
議
会
で
討
論
す
る
こ
と
が

重
要
。

　
透
明
性
と
情
報
公
開‥

地
方
自
治

に
お
け
る
情
報
の
透
明
性
や
公
開
制

度
の
重
要
性
が
語
ら
れ
る
。

　
地
域
住
民
と
の
対
話‥

住
民
と
の

対
話
を
重
視
し
、
彼
ら
の
意
見
が
政

策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
教
育
現
場
と
の
連
携‥

高
校
生
が

地
方
自
治
に
参
加
し
や
す
く
す
る
た

め
の
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　
次
の
講
演
「
生
成
Ａ
Ｉ
の
衝
撃
。

人
工
知
能
時
代
を
ど
う
生
き
る
か
」

　
人
間
と
Ａ
Ｉ
の
協
働‥

人
間
と
Ａ

Ｉ
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
最
強
の

チ
ー
ム
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
結
論
。

　
仕
事
の
見
え
方
の
変
化‥

Ａ
Ｉ
の

進
化
に
よ
り
、
人
間
の
仕
事
が
見
え

な
く
て
も
よ
い
時
代
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　
少
子
高
齢
化
と
Ａ
Ｉ
の
必
要
性‥

日
本
の
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中

で
、
Ａ
Ｉ
の
導
入
が
不
可
欠
と
な
る
。

　
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
Ａ
Ｉ
の
限
界‥

Ａ
Ｉ
は
記
号
と
し
て
の

言
葉
を
扱
う
が
、
実
際

の
人
間
の
感
情
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
化‥

特
に

労
務
Ａ
Ｉ
導
入
に
伴
う
法
律
的
な
問

題
や
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
の
議
論

が
重
要
で
あ
る
。

　
人
間
固
有
の
知
性
と
感
情‥

Ａ
Ｉ

に
は
持
ち
得
な
い
人
間
独
自
の
感
情

や
経
験
が
重
視
さ
れ
、
こ
れ
を
尊
重

し
た
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。

　
講
演
の
内
容
を
抜
粋
・
要
約
し
ま

し
た
。

大
嶋
　
正
男

熊谷秀樹村長の次期村長選について
３期12年間、首長としての職務総括と４期目を目指す今後について

第６次総合計画の反省も含め、人材育成を中心とした　　
「夢」と「希望」が持てる村づくりを目指します

小
林
義
勝

　
議
員
研
修
会
報
告
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リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
　

　
南
木
曽
町
と
の
合
同
会
議
開
催
さ
れ
る

　
９
月
１
日
、
阿
智
村
に
お
い
て
南

木
曽
町
議
会
の
リ
ニ
ア
対
策
特
別
委

員
会
と
の
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
す
で
に
恒
例
と
な
っ
て
お
り
、

隣
接
す
る
自
治
体
で
リ
ニ
ア
新
幹
線

工
事
に
関
す
る
課
題
を
共
有
し
、
工

事
の
進
捗
状
況
の
み
な
ら
ず
、
行
政

や
議
会
の
取
り
組
み
内
容
や
工
夫
を

知
り
合
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
視
察
場
所
は
七
久
里
、
清
内
路
の

市
場
、
村
道
１
│

２０
号
線
、
萩
の
平

工
事
ヤ
ー
ド
で
、
会
議
は
清
中
プ
ラ

ザ
で
行
い
ま
し
た
。

　
会
議
の
中
で
、
南
木
曽
町
議
会
の

取
り
組
み
と
し
て
中
津
川
市
と
の
情

報
交
換
を
実
施
し
た
こ
と
、
ま
た
町

の
取
り
組
み
と
し
て
民
間
で
発
生
土

を
活
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
た

こ
と
、
し
か
し
希
望
者
が
少
な
い
こ

と
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
お
い
て
減
渇

水
し
た
場
合
の
応
急
対
策
が
８
月
に

完
了
し
た
こ
と
な
ど
の
報
告
が
あ
り

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
南
木
曽
町
議
会
側
か
ら
は
、
ク
ラ

ラ
沢
の
盛
り
土
工
事
設
計
の
安
全
性

の
担
保
を
村
や
議
会
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
か
、
盛
土
規
制
法
成
立
以
前

と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
と
の
関
連
も
含

め
質
問
が
あ
り
、
当
時
の
村
と
議
会

の
取
り
組
み
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

七久里開発予定地

村道1-20号、1-21号改良工事後の様子 萩の平非常口の様子

発生土置き場（旧清内路振興室跡）造成地の様子 南木曽町議会との合同会議（清中プラザにて）
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　最近「ChatGPT」というものにハマっています。スマホやパソコンで使用ができ、AI
が対話してくれたり、物事の要約や翻訳、文章作成をしてくれるサービスです。今や仕事
でも活用していたり、履歴書やラブレターなんかもChatGPTに任せたりしている人も
いるとかいないとか…。AIの過信しすぎには注意しましょう。
　このコーナーでは本誌中に出てくる用語について解説しています。本誌に出てくる用
語以外でも、解説が必要なことがあれば、用語や条例なんでもご要望ください！それで
は今回も一緒に用語の勉強をしていきましょう！ 

おしえて！セイアくん！（仮）

ページ 用語解説

2

3

3

3

3

4

4

5

5

8

8

8

9

12

12

14

★収益的・資本的とは　収益的とは事業の経営活動に伴って発生した収入。借金や補助金などにより得た収入は資
本的収入という。

★主要財政指標とは　決算数値から自治体の財政状況を測る指標。経済収支比率、実質公債費比率、実質赤字比率、
連結実施赤字比率、将来負担比率などがある。

★実質赤字比率とは　歳入歳出の差では黒字に見えていても、支払いを翌年度へ延ばした金額と事業を翌年度へ繰
り越した金額を差し引いて出た赤字分を「実質赤字額」という。地方財政法に規定されている算定方法で算出した
標準的な規模の収入の額「標準財政規模」に対する「実質赤字額」の比率を「実質赤字比率」という。阿智村では「実
質赤字額」が無いため数値が出ない。

★連結実質赤字比率とは　全会計の「実質赤字額」（企業会計では「資金の不足額」）の合計から、黒字分である「実
質黒字額」（企業会計では「資金の剰余額」）の合計を差し引いた赤字分を「連結実質赤字額」という。「標準財政規模」
に対する「連結実質赤字額」の比率を「連結実質赤字比率」という。

★将来負担比率とは　現在の決算状況から、定められた計算式により将来負っていくであろう負債の額を算出した
ものを「将来負担額」という。「標準財政規模」に対する「将来負担額」の比率を「将来負担比率」という。

★パブリックコメントとは　国や地方公共団体が政策や規制を策定する際、事前に公表し、住民から意見や情報を募
集すること。

★アセットマネジメントとは　不動産やインフラ、株などの資産（アセット）を長持ちさせて維持コストを減らした
り、効率よく資産を増やすように管理（マネジメント）すること。

★請願とは　国や地方公共団体に対して意見や希望を文書で表明すること。

★カリキュラム・オーバーロードとは　学校における教育内容や授業時間が過剰になり、生徒や教員に過度な身体
的・精神的負担がかかっている状態のこと。

★記憶遺産とは　世界の記憶遺産のこと。古文書や書物などの歴史的記録物を保全し、広く公開することを目的と
している。有名なものは「ベートーベンの手書きの楽譜」などがある。

★地方公共団体情報システム標準化とは　地方自治体が運用する情報システムを共通の基準や規格に定めること。
これにより異なる自治体間での情報のやり取りやシステムの相互運用性が向上し、効率的な業務が可能となる。

★保有個人情報とは　行政機関や地域公共団体等が業務上取得している個人情報のこと。民間企業が保有している
個人情報は「保有個人データ」といわれる。

★即決とは　議会で提案された議案や請願などを委員会に付託せず、その場で採決すること。

★改正鳥獣保護管理法とは　「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」が改正され、令和７年９月
から施工される。改正の内容は近年のクマやイノシシが人の日常生活圏に出没し、人身被害が多発している状況を
踏まえ、それまで住居集合地域等や建物等に向かってする銃猟等を禁止していたものを見直し、地域住民の安全の
確保の下で銃猟使用を可能とする改正。

★ねるとんとは　婚活パーティーのこと。

★若駒アカデミーとは　村内で地理的条件等で学習塾に通うことが難しい生徒たちに村が雇用した講師たちの指
導の下、学力向上を図る取り組み。
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　本年度の政策検討
委員会では、現在、二
つの分科会で研究を進
めています。
　９月議会定例会で
は、人口問題「選ばれ
る阿智村」分科会と
「農業及び産業振興」
分科会から、それぞれ
今日までの活動状況
と、今後の予定につい
て報告がありました。
村への政策提言に向け
ての取り組み中です。

　議会では、４月に村から配
られた事務事業評価冊子(全
戸配布)を、全議員で確認・検
討を行いました。９月定例会
中に議会より２１項目の提言
としてまとめたものを村へ提
出しました。この提言につい
ては、令和８年度の村の計画
に活かしていただきます。　
※村が事務事業評価書を全戸
配布し、さらに議会がその評
価と提言を行っている自治体
は少なく、大変丁寧な取り組
みです。

　９月の議会定例会では、７名の
議員から一般質問がありました。
　一日かけて各議員からの質問
を村の担当者から回答していた
だきました。

※詳細は、一般質問の項をご覧く
ださい。

　
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
よ
う
や
く
秋

を
迎
え
ま
し
た
。
秋
は
「
読
書
の

秋
」
と
も
言
い
ま
す
。

　
私
の
本
棚
に
は
、
高
校
時
代
に
先

輩
か
ら
い
た
だ
い
た
、
中
原
中
也
の

詩
集
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
中
也
の
詩
に
「
生
ひ
た
ち
の
歌

（
お
い
た
ち
の
う
た
）
」
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
幼
年
時

　
私
の
上
に
降
る
雪
は
真
綿
の
よ
う

　
で
あ
り
ま
し
た

　
少
年
時

　
私
の
上
に
降
る
雪
は
み
ぞ
れ
の
よ

　
う
で
あ
り
ま
し
た

　
十
七
か
ら
十
九

　
私
の
上
に
降
る
雪
は
あ
ら
れ
の
よ

　
う
に
散
り
ま
し
た
」
と
始
ま
り
ま

　
す
。

　
そ
し
て
詩
の
終
わ
り
は

「
私
の
上
に
降
る
雪
に
、
い
と
ね
ん

　
ご
ろ
に
感
謝
し
て
、
神
様
に
長
生

　
き
し
た
い
と
祈
り
ま
し
た
。
私
の

　
上
に
降
る
雪
は
、
い
と
貞
潔
で
あ

　
り
ま
し
た
。」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　
中
原
中
也
は
、
３０
歳
で
こ
の
世
を

去
り
ま
し
た
。

※
詩
は
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、

一
部
原
文
と
変
え
て
い
ま
す
。

櫻
井
　
芳
一

阿智村 HP  https://www.vill.achi.lg.jp/★こちらもご覧ください。

ご意見・ご感想を議会事務局までお寄せください。また、議会傍聴に
いらしてください。

電話（43－2220）　FAX（43－4365）
E-mail　gikai2@vill.achi.lg.jp議会事務局

「議会は、問い、確かめ、磨き上げる
村の明るい未来を築く」

　阿智村議会は、政策検討委員会・議員による事務事業評価・一般質問等を通して、常に村の
取り組みに「問いかけ・検証・提案」を行うことで、住民の皆さんにとって住みよい村づくりを
目指して取り組んでいます。

１　政策検討委員会では：
　　　村にとって必要な制度や方針の政策を提言する

２　議員による事務事業評価では：
　　　行政の仕事の成果と課題を確かめる

３　一般質問では：　
　　　村民の声を代弁し課題
　　　を明らかにする

み
ん
な
が
住
み
よ
い
村
づ
く
り


